
令和６年度　学校関係者評価書

評価
項目

本年度の活動（具体的な手立て)と評価指標 活動結果　及び　成果と課題（○:成果,▲:課題） 学校関係者評価
今後の
改善点

１．主体的・対話的な学び方を育成する授業への転換
①指導主事招聘による算数科の研究授業：各学年1回【R5：各学年1回】
②｢全国学調」や「みえスタディ・チェック」の結果分析を踏まえた授業改善に関
する研修会：1回（8月）【R5：1回】
③ライフステージに応じた校外研修会への積極的な参加 （受講履歴を活用）：一
人2回以上
④授業力UP5に基づいた授業スタイルの確立
　→教「授業力UP５に関するアンケート」100％ 【R5：資質・能力100，めあて
100，端末利用100， 伝え合い（協働的な学習）90.5，まとめ・ふりかえり95.2】
　→児「授業力UP５に関するアンケート」80％以上　【R5：「授業で，自分の考
えを発表していますか」75.7】

①〇２～６年生までが１2月までに研究授業を行った。3学期に1年生を予定している。研修主題を「分かりやすく伝え合い，学びを深
める子どもの育成」とし、算数科を中心にすえて研修を進めた。子どもたちの「わからない」と向き合い、学習の手立て（学習過
程）や誰と学習を進めるのか（学習形態）などを児童が選択し、主体的・協働的に学習を進めることができる授業のあり方につい
て、研修を深めることができた。
①▲研究授業を通して，次のような授業改善の視点も浮き彫りになった。
(1)「分からない」と児童自身が表現できるための手立て
(2)子ども同士が関わりやすくなる仕組み（ヒント・教師の声かけなど）
(3)誰にでも話せるクラスづくり（児童が目的をもって関われるように）
(4)自分の考えを発信（アウトプット）をどのように行うと効果的か。
(5)何を一斉授業で行い、何を協働的な学習にすると効果的か。
②〇学調等の結果分析に関する研修を８月に行い、本校の強みや弱みの共通理解を図ることができた。国語・算数の本校の弱みと学
年の弱みを照らし合わせ、学年毎に弱みの克服に効果的な重点教材を決め、その強化を図る。３学期に、取組の概要と児童の様子を
交流する予定である。
③〇全教員が２回以上校外研修会に参加し、研修を深めることができた。特に，鈴教研委託研究発表会等に多数の教員が参加し，先
進校の実践を学ぶ機会がもてた。また、一部教員は県外研修会に参加し、授業研究の視野を広げることができた。
④▲教「めあてを設定し、子どもに見通しをもたせた授業」100％「目的のある意見交流や学びのアウトプット」100％「振り返りの
視点をもって、子どもに授業の振り返りをさせる」100％「個別最適×協働的な学びの場面での端末活用」94.5％。授業改善におい
て、効果的な場面での端末活用という点で課題がある。
④▲児「めあてをもって授業に臨んでいるか」88.5％、「自分の考えを表現（発表、まとめなど）」75.1%
教師と子どもの認識の差が浮き彫りになった。教師は、子どもが「やれた・できた」と確実に実感できているか、子どもに届いてい
るかという視点をもって手立てを講じていく必要がある。特に、「学び方を学ぶ」という視点が弱い。

●表現力も大切だが、学力の基礎基本を身につけることを今後とも重視していくことが必
要。
〇算数の授業で、解けた人がまだの人に教える（伝える）姿を参観したが、とても良い授
業風景と感じた。皆が参加するし、教える事で理解も深まる。伝え方も工夫するようにな
り上手になる。
●読解力が大切です。
●授業力UP5に基づいた授業スタイルの確立を目指した研究授業の実施、研修参加等、教員
の負担も大きいが、「めあて」の設定、「ふりかえり・まとめ」がしっかり出来るように
なれば自ずと主体的・対話的な学びができてくるようになると思われます。継続的な実施
により、児童たちから自然と「自分たちの言葉で意見が発せられる」のではないか。
〇日々忙しい中、先生たちは研修、校外研修に参加され大変だったと思います。”視野を
広げることができた”とありますので、日々の授業・生活にいかせていっていただけたら
と思います。
●学校の強み・弱みを理解し解決してください。
●これまでの教科書や教材等に「学び方を学ぶ」視点・観点から取りあげられてきた内容
はあまり多くは見られなかったように思われます。児童の学習への取組、特徴、能力、趣
向…等々も実に千差万別だと思われますので、より多くの「学び方」の方法・事例・具体
例等を示して行くことが大切だと思われます。

○研修を通して浮き彫りになった授業改善の⑤つの視点
 (1)「分からない」と児童自身が表現できるための手立て
 (2)子ども同士が関わりやすくなる仕組み（ヒント・教師の声かけなど）
 (3)誰にでも話せるクラスづくり（児童が目的をもって関われるように）
 (4)自分の考えを発信（アウトプット）をどのように行うと効果的か。
 (5)何を一斉授業で行い、何を協働的な学習にすると効果的か。
について、今後も全教員で共通理解を図りながら更に授業改善をすすめる必要
がある。
○「学調」「みえスタディチェック」の結果から明らかになった本校児童の課
題解決（対話を通して考えを深める力 自分の思いを表現する力の育成）のた
めに、算数科を中心に今後も「子どもたちが『考えたい』『考えを伝え合いた
い』と思う問いづくり」「誰もが伝え合うための場づくり」「わかりやすく伝
え合い、学びを深めるために」を中心に研修を深めたい。
○授業力ＵＰ５（①「資質能力」の明確化②めあての設定③学習活動（協働的
な学び）④まとめ振り返り⑤端末活用）に基づいた授業改善をすすめる。ま
た，そのために研修会への積極的な参加に努める。
○単元・毎時間ごとに学習の目的をもって指導を行う。また，振り返りを充実
させ、児童と共有することでより主体的な学習をめざす。

２．学力における基礎基本の徹底
①国語・算数の自主公開授業（経験5授業・師範授業の活用）：一人1回以上【R5:
一人1回】
②学習規律定着に向けた「がんばっ10」強化週間達成：各学年全項目85％以上
【R5：1年92.0，2年80.2，３年84.7，4年93.6，5年93.5，6年95.2】
③算数学期末テストの平均正答率：各学年平均85％以上 【R5：一・二学期末1年
88.7，2年79.0，3年93.6，4年78.7，5年79.2，6年83.6】
→児「授業の内容は，よく分かりますか」90％以上 【R5：92.0】
→保「お子様は，学習内容を概ね理解していますか」90％以上 【R5：91.8】

①○経験５年以下教員の授業前の同学年担任による先行授業と師範授業の日時を公開することにより，学級担任全員が、1回は自主公
開授業をすることができた。教員同士が日常的に授業づくりについて学び合う機会となった。
① ▲経験５年以下教員の授業,その先行授業，全体授業研の事前授業について，参観者数が少なく、せっかくの公開の機会を生かし
きれないことも多かった。授業日の周知が不十分であった。参観の体制を整える点も課題が残る。
②▲「がんばっ１０」強化週間の各学年の達成率は，1年 86％，2年 88％，３年 96％，4年 82％，5年 90％，6年 97％で概ね良好
だが、毎年「正しい姿勢」に課題が見られる。
③〇▲ 算数一・二学期末テスト各学年の平均正答率は，1年 93.7％，2年 81.4％，３年90.5 ％，4年83.7 ％，5年 75.3％，6年
73.5 ％であった。知識・理解の分野においては、概ね85％を超えているが、思考・判断・表現を問われる問題では、学年をおうごと
に正答率が低くなっている傾向がある。学年が上がるほど、多岐にわたる問題が出てくるので苦手感が現れやすかったり、題意を捉
えることの重要性が高まったりすることが要因と考えられる。つけるべき力をつけていきたい。
③○児「授業の内容は，よく分かりますか」92.6％，保「お子様は，学習内容を概ね理解していますか」94.5％で、特に保護者結果
が向上した。しかし、概ね授業内容を「わかった」と捉えていても、「できる」というレベルに至っていない子どももいると考えら
れる。また、授業内容について，時間がたつと忘れてしまう傾向も見られる。表面的な理解で終わらず、深い学びにつながる授業研
究を引き続き行っていくと共に、授業導入での復習や既習内容の宿題プリントの活用等、基礎基本を確実に定着させるための手立て
を打ち続ける必要がある。

●学習規律について「がんばっ１０」強化週間で、「正しい姿勢」の達成率が今年も最も
低かったとの事。児童たちの健康にも影響が有るので、一層の指導を願いたい。
●算数の出題において、質問意図（題意）への理解不足が課題とされている。国語の読解
力とも関係があるが、算数の基本法則（基本的な考え）を十分理解させる必要がある。
●思考・判断・表現を問われる問題では応用力が必要。今持っている知識をいかに活用す
るか気づくことがカギになります。
●昔に比べ授業が進むスピードが速いので、理解が深まるまで授業をするのが難しい時代
だと思う。週末の宿題をもっと増やす等、家庭での時間を使う必要があるかもしれない。
●授業参観で思いましたが、今はあまり板書をすることが少ないのですね。それが、子ど
も達の主体的な考えを引き出す授業なのでしょうか。考える、友達の考えをきく、とても
大切だと思います。
●経年５年研修もとてもとても大切なことですが、今の時代、むしろ若い新鮮で柔軟な世
代の考え方や取組などを経験年数が多い世代が謙虚に認知することもあってもいいのかな
と思います。

◯国語・算数の自主公開授業（経験５年以下研修授業前の同学年担任による選
考授業・初任者教員に対する公開授業）を継続し，授業力向上を図る。
◯「がんばっ１０」の取り組みを通して，学習規律の定着をすすめる。
・強化週間だけではなく日頃から意識づけを行う。
・一つ一つの項目の基準が曖昧な面があるため，学校全体で共通理解したうえ
で指導する。
◯「思考力・表現力」の力の育成を目指す。算数科の学期末テストを活用し，
取り組みの検証を行う。

３．読書好きの子どもを育てる教育活動の推進
①図書巡回指導員の活用（ブックトークなど）：各クラス１回以上
　 【R5：全クラス1回】
②児童の年間貸し出し冊数　35冊以上達成率：各学年95％以上
　【R5：一人平均43冊　見込み100％】
③図書委員会による図書館祭り：前期・後期各1回（計2回） 　 【R5:2回】
④読み聞かせボランティアの活用：低学年20回以上　高学年10回以上
　【R5：2学期末1年24回，2年22回，3年20回，4年24回，5年10回，6年15回】
→教「朝読書(読み聞かせ）や図書の時間（主に低学年）を充実させ，子どもの読
書習慣の育成に努めていますか」100％
→児「読書（マンガ・雑誌は除く）は好きですか」：85％以上【R5：84.8】
→保「お子様は読書（マンガ・雑誌は除く）は好きですか」：70％以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【R5：60.5】
　

①○図書巡回指導員の方に，全学年1回ずつブックトークをしていただいた。教科書の内容ともリンクした本の選定だったので、子ど
もたちも関心をもって臨め、より効果的な活動となった。
②○年間の貸し出し冊数は，12月初旬の時点で15322冊合計の貸し出しで，平均すると一人42.4冊となった。年度末までにはほとんど
の児童が35冊達成できそうだと思われる。
貸出冊数35冊以上達成率　1年　58％　2年　84％　3年 72％　4年27％　5年　　62％　6年74％
　　　　（達成人数　１年29人　２年48人　３年42人　４年16人　５年48人　６年45人　12月10日時点）
③○図書館祭りは、前期は借りた人に図書委員が作成したビンゴをし、列がそろった人にしおりを配る取組をした。後期にも，クイ
ズを行い、正解者にしおりを配る取組をする予定である。図書館への来館を促し、本と触れる機会となった。
④○読み聞かせボランティアさんの全クラスのべ回数は，2学期末時点で，1年24回，2年24回，3年20回，4年20回，5年21回，6年12
回行った。様々なジャンルの本と触れ合う機会となった。
④▲教「子どもの読書習慣の育成に努めていますか」94.4％　　児「読書（マンガ・雑誌は除く）は好きですか」80.5％　　 保「お
子様は読書（マンガ・雑誌は除く）は好きですか」55.1％ 　児童は学校では本を読む機会を利用して，読書を楽しんでいる様子や読
み聞かせを熱心に聞く姿が見られるが，目標値まで至らない結果となった。また、児童と保護者の結果には25％程の差があることか
ら，家庭では本を読む機会が少ないことが考えられる。
④○教師も図書の時間を設定したり，時間のあるときは本を読む時間をとったりして習慣をつけるように努めた。教室に教科や総合
的な学習と関連した図書を展示するコーナーを設置する学級も見られた。

●読書活動は、人間としての豊かさを育てたり語彙を育てたりするのに大切である。
●アンケート結果で児童と保護者の差が大きいのには驚いた。家庭での児童の過ごす時間
がゲームやテレビに大きく割かれているのだろうか。
●学校の取組もさることながら、親子読書の様なイベントを実施し、保護者に家での読書
をする習慣を醸成出来る様、工夫して貰うことも必要ではないか。
●毎日の宿題のあとに５分だけ本を読む時間を持ちましょう。家族の誰かと。
●読書はとても良い事なので、マンガでも良いのでもっと本にふれてほしいと思う。
●興味の持てる本が増えて借りやすくなるとよい。（人気の本はなかなか借りられない）
●本を借りることで満足してしまっているのではないか。読書は読解力がつきます。算数
においても問題を読解しなくては答えが出せないです。
●学校となしの愛宕公民館で、放課後に宿題をしながらけっこう図書に親しむ児童もみか
ける。環境や動機付けがあれば子どもはもっと図書に親しむ可能性を秘めていると思いま
す。

〇読書好きの子どもを育てる教育活動を推進する。
・国語科をはじめ各教科の指導と並行した読書活動を工夫する。
・図書巡回指導員さんの活用，読み聞かせボランティアさんの活用，図書委員
会の活動等の充実をはかる。
・スクリーンタイム削減の取組の一つとして、親子読書や生活習慣チェック、
高学年の音読チェックカードで入力する読書の時間等，家庭と連携した取組を
行う。

４．家庭学習の定着
①｢家庭学習の手引き｣の配布と保護者への啓発（懇談会・学年・学校だより）
→児「宿題や家での勉強をきちんとやっていますか」90％以上【R5：92.1】
→保「お子様は，家庭学習(宿題も含む）の習慣がついていますか」85％以上
　　　　【R5：82.2】
②スクリーンタイムの削減：親子読書（生活習慣チェック）の取組：2回
　　　　【R5:生活習慣チェック・親子読書　2回】

①○４月初めに家庭学習の手引きを配布し、家庭学習の進め方についての統一を図った。
▲児「宿題や家での勉強をきちんとやっていますか」90.8％　 保「お子様は，家庭学習(宿題も含む）の習慣がついていますか」
84.6％　昨年度より児童結果がやや低下し、保護者結果に若干の改善が見られた。児童と保護者に認識の差が見られる。理想的な家
庭学習の時間や方法等が合致していないからだと考えられる。特に，保護者は宿題だけでなく，自主的な家庭学習習慣の定着を期待
していると思われる。
②〇▲スクリーンタイムの削減として、親子読書を全学年１回実施（１・２・３・５年は2回実施）した。生活習慣チェックシートは
全学年1学期末，2学期中旬の2回実施した。親子読書の回数や時期が学年様々であった。親子読書と生活習慣チェックとの関連のあり
方も含め、計画的に取り組む必要があった。
②〇１・２学期の生活習慣チェックシート結果をマチコミで保護者に配信し、スクリーンタイムを振り返る機会となった。低学年は
１学期に比べ２学期はメディア時間が減少した。
②▲中高学年は、メディア使用時間が３時間以上と長く、また、視力検査結果からも中高学年は視力低下がみられたため、メディア
時間や使い方への注意喚起が必要である。

●生活習慣チェックシートの実施については良い事だと思われる。それによって保護者の
方の児童への対応が良い方向に向く（例えば親子読書の習慣化）ことが考えられる。
●宿題はするが、予習ができていない？塾で学習しているのではないですか。
●スクリーンタイムの増加による視力低下、生活時間の乱れは避けたい。
●睡眠時間の確保（できるだけ定時刻間）の必要性が謳われています。
●メディア使用時間３時間以上は問題だと思います。家庭での使用時間の上限を決め、
ルールを明確にすべきと考えます。
●携帯を持たせる家庭は親との連携が必要です。放っておくとずっと遊んでしまいますの
で。
●宿題以外家庭で学習しない。宿題を増やしてほしい。ノーメディアも増やして、本を読
む時間に充てたい。
●両親は忙しく親子読書はハードルが高いことも考えられる。祖父母や兄弟姉妹、友人と
の読書の例示をしてはどうか。

○メディア時間や使い方への注意喚起を行う。
・メディアに関するルールを指導するために，出前授業を積極的に活用する。
また，授業参観に合わせて行い，保護者と一緒に学び機会にする。
○睡眠時間は，高学年になるについて遅くなっていく傾向があるので，睡眠時
間の大切さについて指導する。
○家庭での読書の時間を増やすために，国語の単元や社会の単元に応じておす
すめの本を紹介したり，学年に合わせた本を紹介したりする。
○クロムブックのドリルパークを使ったり，調べ学習をしたりするなどして，
自習学習を充実させる。
○家庭学習の大切さを懇談など保護者と合うときに，伝えていく。また，学習
につまずきがある児童の保護者にどこが苦手なのか伝える。

５．授業や家庭学習における端末活用の質の向上
①学年に応じた個別学習・協働学習としての活用
　→教職員ＩＣＴアンケート前年度比プラス
　【R5：（個別学習）個に応じる学習75 調査活動80 思考を深める学習35
　　　　 (協働学習）発表や話し合い65 協働での意見整理45】
②授業におけるICT支援員の活用：各クラス学期１回以上
③講師やICT支援員を活用した情報モラル教育：各クラス1回以上【R5:1回】
④端末を活用した家庭学習の工夫：授業日は４～６年生は毎日持ち帰り
　　　　　　　　　　　　　　　　　長期休業中は全学年が毎日持ち帰り
→教（中・高）「効果的な活用場面（個別最適な学びや協働的な学び）におい
　　　て，端末を活用した授業（授業力UP5）を行っていますか」100％
→児（中・高）「クロムブックを使った学習は分かりやすいですか」90％以上
　　　【R5：94.0】

①◯協働的な学びにおける端末活用が増えており、情報の共有や他者参照がしやすくなっている。
②○授業におけるICT支援員の活用については，全学級学期1回以上行った。特に，低学年は操作が不慣れで、個別の指導を必要とす
ることから，効果的な活用ができた。
③◯情報モラルに関する取組として，3～6年生は，９月授業参観時に講師を招聘し，ＳＮＳトラブルに関する学習を行った。1・2年
生も授業参観時に担任が情報の正しい利用の仕方に関する授業を行った。進歩している情報社会で適切な行動をとるために、この機
会は重要である。
④◯平日の端末の持ち帰り頻度は，４～６年生は毎日，１～３年生は 週に１回，長期休業中は全学年持ち帰り，端末を活用した家庭
学習に取り組んだ。児童が端末を身近な学習道具として捉えつつある。また，従来の学習方法と組み合わせることで基礎基本の定着
に効果的であった。
④○教（中・高）「効果的な活用場面において，端末を活用した授業（授業力ＵＰ５）」94.5％。昨年度よりやや数値は下がった
が、活用場面の幅は広がっている。特に協働的な学習の場面での使用が増えてきた。
④▲ 児（中・高）「端末を使った学習は，分かりやすいですか」86.8％ 　昨年度よりやや数値が下がった。授業における端末活用
の頻度が増した、特に協働的な学びの場面での活用が増したことで、主体性が求められる授業スタイルへの変化に適応する難しさや
自分の考えを表現することの難しさを感じる場面が増えたことが要因だと考えられる。

●スキルを身につけると同時に学力を身につけるためにどう活用するかを今後も重視して
いってほしい。
〇現行のカリキュラムではICTの使用は不可欠のものとなっていると思われる中、情報の共
有化や他者参照がしやくすなっていることは良い事。
●協働学習とはグループで最適解を求めるという意味か。
●SNSトラブルは、端末持ち帰りの際に大きな脅威となり得るので、情報モラル励行の喚起
としつこい位の呼びかけを願います。
●タイピングは将来役に立つので良いと思うが、確実に視力は悪くなると思う。
●端末を利用した学習は脳が働かなと聞いたことがあるが、学力向上になっているのか。

○パソコンスキルを教員が一定水準達することは必要である。時代によって求
められる内容，授業や家庭学習での活用場面等が変化していく。先進例などを
参考に，効果的にＩＣＴを活用した授業力向上をめざす。
○個別最適な学びにおけるICTの活用と、他者参照やグループ活動などの協働
的な学びにおけるICT活用のどちらの面においても端末活用は必要不可欠であ
る。そのため、以下の２点を行っていくことが大切である。
 (1)教師がICT活用の目的意識をもつことや最適なICT活用方法を意識
     することでより効果的なICTを活用した授業を行う。
 (2)児童が自分の学びに応じた学習方法の選択をする際、端末活用のメ
     リット・デメリットを十分に理解したうえで、端末を使用するの
     か・しないのかを判断できるよう、教師が学年に応じた指導を行う。
○SNSトラブルやスクリーンタイムについては学校から注意喚起するととも
に、保護者とも連携して指導を行う。モラル面において学校の役割も大切では
あるが、家庭での指導が大きなファクターとなるためである。

６．誰もが居場所のある学校づくりの充実（特別支援教育の充実）
①特COを核とした子どもの実態把握と早期支援対応
　　　　　　：校内特別支援委員会（毎週１回）・支援会議（随時）

②「支援を要する児童一覧表」作成・学期毎の見直し
③「すずっこファイル」「子ども支援シート」の作成：対象児童全員
④全教職員による情報共有：職員会議での情報共有（毎月）
⑤特別支援教育に関する研修会：1回（7月）
　

⑥誰もが「わかる・できる」を実感する特別支援教育の視点をいかした授業
　→児「授業の内容は，よく分かりますか」90％以上　　【R5_92％】
　→保「お子様は，学習内容を概ね理解していますか」90％以上　【R5_91.8%】

①〇３名の特別支援コーディネーターの空き時間を揃え、校長も参加して、週に１度校内特別支援委員会をもった。定期的に、情報
共有と対応策を考え，担任一人が抱え込まずに組織的な対応をすすめることにつながった。
①▲校内特別支援委員会は授業の空き時間一コマ分の４５分を充てている。短時間であるため、児童の情報共有に終止してしまう場
合もあった。協議内容を吟味し、優先事項から検討することを心掛けたい。
①〇子どもや家庭の実態に応じて、スクールカウンセラー・保護者・担任・養護教諭・特別支援コーディネーター等で支援会議を
もった。担任一人が抱え込まず，ＳＣの助言を受けながら，保護者と子どもの思いに寄り添いながら支援をすすめることができた。
①〇関係機関（通級指導教室や放課後デー等）と連携を取り，個に応じた支援・対応につながった。
①〇幼稚園との引継ぎは、昨年度より園児3名以上の園とは電話でなく，対面での引継ぎを行う形にした。より丁寧な引継ぎを行い，
小学校入学後の支援に活かすことができた。
①▲児童が抱えている困り感や特性の多様化・複雑化、家庭の価値観の多様化がすすむ中，支援・対応に苦慮するケースも少なくな
い。校内特別支援委員会を中心に関係機関との連携をより密にしていく必要がある。
②〇「支援を要する児童一覧表」の内容をこまめに見直することが難しかったが、年度末には最終確認をした。児童の困り感（主
訴）・支援方法等を俯瞰的に把握でき、教職員間の情報共有に活用できた。
③〇 保護者と連携した支援をすすめるために、あゆみ渡し時に「すずっこファイル」の見直しや確認をした。保護者の思いに寄り添
いながら、継続した支援につながった。
③◯欠席１５日程度の不登校による欠席児童を対象に子ども支援シートを作成した。（11月30日現在40名）支援・対応するにあた
り、学校全体で、情報を共有し、次年度への確実な引き継ぎにつながった。長期的な視点からの支援が必要であるため，年度が変
わっても情報をしっかり引き継ぐ必要がある。
④〇年度当初に協力学級担任会を行い，特別支援学級担任と協力学級担任が特別支援学級児童への支援の在り方について互いに情報
交換をし，学ぶ機会を持った。特別支援学級児童に関わる教職員が共通理解を図ることで、対象児童の安定につながった。
④〇毎月の職員会議で子どもたちの課題を共有した。全教職員による見守りができた。
④〇電話連絡シート・家庭訪問シートを関係教員同士で供覧したことで、様々な児童に関する日常の情報を早く共有できた。
⑤〇特別支援教育に関する研修「課題のある子どもの理解と支援」（７月）では，皇學館大学の渡邉賢二先生による講話を聴いた。
発達課題のある児童への支援のあり方だけでなく、誰もが安心できる学級のあり方に関する内容を学ぶよい機会となった。
⑥◯既習事項を確認した上で授業に参加できるよう、学習事項の掲示を行う等、視覚支援を意識して学習を進めた。
⑥○児「授業の内容は，よく分かりますか」92.６％，保「お子様は，学習内容を概ね理解していますか」94.5％　概ね高評価を得た
が、国語・算数のまとめテスト結果をみると、理解が不十分な児童もいる。「わかる」で終わらず、「できる」レベルに到達するた
めの「思考力・判断力・表現力」は弱みである。

●自己肯定感を育てるために地域や家庭でもどんなことができるか考えていきたい。
●登校時に父母・祖父母の付き添いで来る児童が数人いる。
〇週一で校内特別支援委員会が開催され、的確で組織的な対応につながり、結果担任先生
の負担が軽微となっているとの事で良い事。
〇「子ども支援シート」「電話連絡シート」「家庭訪問シート」の作成、課題の共有化→
全教員による見守りにつながっていると思われる。
〇全教職員による情報共有ができていることは良かったです。どのような事案に対しても
基本です。
●難しい時代になり、先生方が大変になる一方だと感じる。ケースバイケースで対応が異
なるので、何人かで対応する事で大事に至らないようにしてほしい。

〇全教職員が情報共有し，担任が学級の課題を一人で抱え込まない体制づくり
をする。
・特別支援コーディネーターを中心に，校内特別支援委員会を定期的にもち，
子どもの実態把握と早期支援対応を行う。
・保護者の思いに寄り添いながら，個に応じた支援をする。特性に応じた支援
については，発達検査の結果を参考にしたり，SCからアドバイスをもらったり
しながら，適切な支援方法を吟味し，それを関係者間で共有して対応にあた
る。
・支援員を活用する。また，必要に応じてその配置を随時見直す。

〇教員自身が，発達障害や特性のある児童の対応等に関する理解を深める。
・発達課題のある児童への支援や対応の仕方，特別支援教育の視点をいかした
授業づくりなどについて全職員での研修を行う。

◯だれもが「わかる・できる」を実感できる特別支援教育の視点を活かした授
業を進める。
・既習事項を土台とした学習展開や視覚支援を行う。
・刺激の少ない落ち着いた学習環境を整える。

７．新たな不登校や差別・いじめを生まない学校づくり
①子どものよさや頑張りを認め，賞賛する言葉がけを大事にした学級づくり
→教「学びの土台として、子どもの自己肯定感を養うために、よさやがんばりを価
値づけて子どもにフィードバックをしていますか。」100％
→児「先生や友だちは，がんばったことをほめてくれますか」90％以上
　　　　【R5：84.5】
→鈴鹿市版非認知能力アンケート　前年度比プラス
　【R5:やりぬく力78.9　自制心73.7　自己肯定感77.2　社会性91.2】

②被差別の子を核とした学級づくり：レポート研修会2回
　　　（８月・学年末）　【R5:2回】

③いじめアンケート結果を踏まえた丁寧な聞き取りと迅速な初期対応
　　　：各クラス学期１回【R5:学期1回】
→教「いじめはどんな理由があっても許さないという毅然とした指導を行っていま
すか」100％
→児「いじめはどんな理由があってもいけないと思いますか」100％　【R5：
94.9】
→保「いじめはどんな理由があってもいけないと思いますか」100％【R5：85.8】

④人権学習の授業参観：全クラス1回

⑤「鈴鹿市不登校支援初期対応マニュアル」に添った対応とＳＣ・ＳＬＳとの連
携：新たな不登校児童（欠席30日以上）０人【R5：16人（6人卒業）】

①▲教「自己肯定感を養うためによさやがんばりを価値づけて子どもにフィードバック」100％　　児「友達はがんばったことを褒め
てくれるか」85.2％　児「じぶんによいところはありますか？」81.9％ 　各クラスで日々「きらきらさん（その日に頑張った人）」
や「褒め言葉のシャワー」などで、子ども同士を認め合う場を設定しているが、実感していない子どもがいることが考えられる。表
面的な活動になっていないか見直す必要がある。
①▲鈴鹿市版非認知能力アンケート（否定的回答　R5→R6）「やり抜く力」（7.6→8.4％）「自制心」（9.0→13.5％）「自己肯定
感」（12.3→16.3％）「社会性」（1.4→1.7％）　4項目全て数値が高くなり、否定的に捉えている児童の割合が増加した。特に、
「自制心」「自己肯定感」が弱い。一人ひとりの結果を個々に見直し、改善策を考えることが必要である。。
①◯児童の自己有用感・肯定感を高めるために，異学年の子どもたちが関わる機会を増やし、それぞれの学年の役割を担った活動を
行った。（兄弟学年での草取り・リーディングバディ・春の遠足）　特に、高学年児童は低学年児童の反応（笑顔や感謝の言葉）を
直接受けることで、やりがいをもって活動する姿が見られ、自己有用感・肯定感の育成に一定の成果があった。
②〇人権教育研修会として，講師を招聘したレポート研修会を２回実施。被差別の立場の児童と周りの児童とをどうつなぐか学ぶ機
会は意義があった。
③▲教「いじめへの毅然とした指導」100％　児「いじめはどんな理由があってもいけないと思う」95.0％　保護者「いじめはどんな
理由があってもいけない」99.3％　　保護者のいじめへの認識が高まったが、５％の児童が否定的回答であるという結果は見逃せな
い。
③◯いじめアンケート実施後に聞き取りを行い、いじめの早期発見に努めた。また、事案の疑いがある段階で校内いじめ防止対策会
議をもち、いじめの芽が小さいうちに指導するシステムができている。
④◯人権学習の授業参観を全学年が１学期中に実施した。学年通信で保護者へ発信し、啓発の機会となった。
⑤◯「鈴鹿市不登校対策初期対応マニュアル」にそって、欠席２〜３日目での電話や家庭訪問といった初期対応を丁寧に行った。ま
た、定期的にSCと面談をしているケース、SLSによる登校支援を受けているケースがあり、登校状況の改善に一定の効果があった。
SC・SLSとの連携は非常に有効である。
⑤〇12月末現在，不登校傾向のある児童（30日以上欠席）９人（前年度比ー５人）　　昨年度に比べ、減少傾向にある。

●お互いが認め合い各自が自己肯定感を養えば、自ずと不登校・いじめは無くなっていく
と思われる。その策が表面的との結論だが、「きらきらさん」「褒め言葉シャワー」等の
活動は面白いと思う。
〇不登校対策として、欠席初期段階での対応、SC・SLCとの連携で効果を上げている事は評
価したい。
〇先生方の努力が不登校の減少につながり、良かったと思います。今後も継続をお願いし
ます。
●どんな理由があっても、いじめはいじめです。それぞれの感じ方、捉え方で違うとは思
いますが。
●いじめがあった時は全てオープンにして共有していますか。各家庭まで伝わっています
か。（結果も）
●「いじめはどんな理由があってもいけない」ことに対して否定的な回答があることは見
逃せません。
●いじめをする児童のデータ分析ができると良いのでは…。
●先生方は、よく子どもをほめてくれていると思う。アンケートの質問の内容について思
うが、ひとつひとつの言葉の表現を深くとらえるかどうかで回答が変わると思う。表現方
法をもっと工夫できないか。

〇非認知能力の育成をめざし，いじめや問題行動の未然防止に努める。
・挨拶は，生活指導部の月間目標に位置づけ，各学級での丁寧な声掛けを粘り
強く継続する。
・達成感が得られる教育活動を充実し，自己肯定感を高める。
・いじめアンケート結果を踏まえ，丁寧に教育相談を行う。

〇人権教育アドバイザーを招聘し，年間通したレポート研修を行い人権教育の
充実をはかる。
・学級の人権課題を明確にし，児童の姿を通して取組を交流し，自分の人権感
覚を見つめ直す機会を大切にする。

〇道徳性・社会性を養う取組をすすめる。
・「子どもの権利条約」や日々の道徳の授業で学んだことを，日々の生活の中
に落とし込むことが今後の課題である。そのために一人ひとりが自己を見つ
め，思いを出し合い，それを受け止める取組を大切にする。
・異学年交流の機会を設け，相互理解を図り，思いやりの気持ちを育む。

８．落ち着きのある生活態度と健全な心の育成
①挨拶・言葉遣い・時間・履物・無言清掃などの凡事徹底に向けた取組
　　：月別生活目標による重点取組
→児「そうじは、時間いっぱいすみずみまで黙って行っていますか」90％以上

②挨拶の価値を指導し，挨拶が溢れる学校づくり：児童会の挨拶運動週1回
→児「すすんで気持ちのよい挨拶をしていますか」90％以上　【R5：90.8】
→保「お子様は，家族や地域の方に，すすんで挨拶をしますか。」85％以上
【R5：80.0】

③生活指導部会での情報共有と迅速かつ組織的な対応
　　　：毎月の生指部会での情報共有（「事案対応シート」を活用）
→教「安全面を考慮して，学習環境や子どもの行動に注意を払っていますか」
100％
→児「学校では、チャイムを守って行動していますか。」90％以上
　　児「トイレスリッパやくつ（上ぐつ）を揃えていますか」90％以上
　　児「けがをしないよう，落ち着いて安全に学校生活を送っていますか」90％
以上【R5：89.6】

　

①◯生活ルールの定着を図るうえで，目標を意識させることは，大変有効な手段であった。中には，児童の実態に応じて繰り返し掲
げた目標もあり，継続的に取り組むこともできた。
①▲児「そうじは、時間いっぱいすみずみまで黙ってしているか」81.0％
今年度から，落ち着いて集中して行うことを目的に、しゃべらずに行う「もくもく掃除」に取り組んでいる。学年によっては、月日
が経つにつれ，慣れとともに意識が薄くなることもある。
②◯▲児童会の挨拶運動は、昨年度と場所を変えて校舎内での挨拶運動を実施した。新鮮味もあり，当初は元気に挨拶をする児童が
増えた。反面、慣れとともに挨拶の反応が弱くなり、継続の難しさが感じられた。変化をもたせながら、粘り強く取組をする必要が
ある。
②▲「挨拶をしているか」90.3％（児童）85.2％(保護者）70.0％（地域）　児童の結果は，目標数値を上回ったものの保護者や地域
の結果は低く，児童との開きが大きい。挨拶は，双方で行うものなので，自分の挨拶を相手がどう受け止めているかという観点で、
児童への指導をする必要がある。
③◯生徒指導事案は「事案対応シート」に記録をとり、組織的な対応を行った。情報共有する上で大変有効であった。
③○月１回の生徒指導部会では、他学年の様子や学校全体の様子を交流し、指導の統一を図った。生徒指導の足並みを揃えることが
できた。特に、廊下走り・染髪・マスク忘れ・運動場のボール使用エリア等、その時々の校内の課題について協議し、校内の生活を
見直すことができた。
③▲「安全面に注意を払っているか」89.0％（児童）　100％（教員）　98.0％（保護者）　95.0％（地域）　　教員・保護者・地
域は高い結果となったが、児童自身の安全意識がやや低い。校内外における児童の安全意識向上に向けた指導を見直すと共に、「学
校環境の安全性が確保されているか」という未然防止の視点を忘れず、異変や前兆を見逃さないようにすることが重要である。
③▲年度当初、「ろうか歩行」に課題が見られたため、強化週間を設定し、休み時間に教師が見守りを行ったが、定着までは至って
いない。次年度以降も定着がはかれる工夫を加えながら指導を継続する必要がある。
③▲児「チャイム行動」95.3％　　児「はきものを揃える」89.1％　　本年度から，具体的に「靴のかかとを下駄箱の縁に揃える」
はきもの指導を行った。徐々に下駄箱の様子も整然としてきたが、これも継続が難しい。

●地域や家庭でも大人も範を示していくことも大切。
〇交通規則を遵守しての登校を視ることができます。
●挨拶は生活ルール（マナー）の基本でそこからすべて始まると言えるので「元気よく挨
拶する」を徹底願います。（掃除中にお伺いした時も挨拶を返してくれます）
●今年度の避難訓練では、足早（小走り）の場面が目に付いたが、これ迄とは違い緊迫感
があった。小走りが必要な場合も出てくるはずなので、いろいろな局面を想定して実施す
る方が望ましいと思われます。
●挨拶は年長者からくり返し継続することしかないです。がまんくらべです。できれば相
手の顔を見て。
はきものの件は各家庭の玄関の状態でわかります。まず親がくつをそろえましょう。
●子どもはすぐ忘れてしまうので、学校で根気よく指導してもらえる事はありがたい。世
の中に出るにはルールを守る事が大事なので、集団生活で覚えていってほしい。
●安全面に注意を払っていない児童が1割ほどいます。何をもって注意していないのか。命
に関わることですから。
〇先生方は、細心の注意を払っていると思います。
●登下校時の安心安全と挨拶運動は切り離せない。例えば登下校時のグリーンベルトはみ
出し歩行と追い越し行動中に児童同志での朝の挨拶兼危険防止の声掛けを工夫して実践さ
せるなどがある。

〇児童の実態を踏まえた上で月別生活目標を設定し，児童自身による主体的な
取組をさらにすすめる。
・昨年度の児童の実態を鑑みたうえで,年度初めに月別生活目標の年間計画を
たてる。随時児童の実態に即しているかを確認しながら指導を進める。
・子どもたちが主体的にポスターを作ったり,低学年に呼びかけたりする活動
を大事にし，意識向上をめざす。

〇問題行動が起こった場合は，迅速・組織的な対応を徹底する。
・生指担当が中心となり，学年団・管理職と連携をとって複数対応をする。
・関係児童の話を傾聴する姿勢で聞き取り，「事案対応シート」「家庭訪問
シート」「電話連絡シート」などに事実を時系列で記録する。

〇怪我のない安全な学校生活の実現をめざす。
・全教職員が，学校環境の異変や児童の危険な行動を見逃さず，即座に対応す
る。また，その状況を担任をはじめ全教職員で情報共有する。

〇愛宕小学校の内規を随時見直し，児童の生活の決まりなどに関する職員間の
共通理解を図る。

９．学校の危機管理能力の維持・向上
①危機管理マニュアルの不断の見直し：年度当初（全教職員による確認）　　年度
途中（随時）
②生活事故等への対応訓練・事例研修会：3回以上
　→教「校内の生活のきまり（内規も含む）を意識して指導していますか。」
100％

①〇今年度も、年度当初や年度途中に、危機管理マニュアルを見直した。いじめ対応（システム入力）・南海トラフ地震（臨時情
報）発令時の対応・生徒指導対応の流れ・学年別の出前授業の内容に関して修正を行った。マニュアルの内容を再確認しつつ、問題
意識をもって改善を重ねていこうという意識をもちながら、教育活動をすすめていった。
①▲地震津波避難訓練の第3次避難の判断のタイミングと避難経路の見直しを行ったが、様々な状況を想定した避難のあり方を検討し
ていく余地がある。
②〇生活事故対応訓練・事例研修会として，１学期に応急手当・エピペン訓練、いじめ対応研修、不審者侵入防止研修を実施。それ
ぞれの状況に応じた教員の対応に関する知識や技能の習得につながった。
②◯8月の「全員学習会」での講話「３．１１を学びに変える」を受け、避難訓練用のトランシーバーを購入し、「地震・津波訓練」
の際に活用した。
②○▲教「校内の生活のきまり（内規も含む）を意識して指導していますか。」100％。　教員の認識と児童のアンケート結果（掃
除・挨拶・履物）に開きがあった。即効性のある指導は無い。絶えず児童の実態を見極め、規範意識が身についているか、指導の統
一と徹底を粘り強く行っていく必要がある。

〇登下校時以外は正門等学校出入り口が閉まっている。
●危機管理マニュアルの不断の修正はぜひ進めて下さい。（周知徹底も）
●避難訓練はくり返し実施するしかないです。避難経路はいくつかあったほうがよい。
●海の近くなので訓練は重要。決まったパターンだけでなくイレギュラーな内容の訓練も
考えてほしい。
●最近の異常犯罪にも対応対処する訓練や対処能力判断能力の指導も考えなければならな
い大変な時代です。

〇危機管理マニュアルを不断に見直し，全教職員の共通理解を深める。
・危機管理マニュアルに照らし合わせて,児童の学校生活における安全確保の
ため職員研修を必要に応じて計画・実施する。
・生徒指導の振り返りのタイミング（学期末、学年末）でマニュアルに問題は
ないか見直し、実効性を高める。

１０．地域・家庭への積極的な学校情報の発信
　・学校だよりの発行：20号以上　　ＨＰ：月2回以上更新
　→保・地「学校は，学校だより・ホームページなどを通して，情報発信に努めて
いますか」95％以上【R5：保95.2　地100】
　

◯学校だより24号発行　HP（ニュース）55回更新（12月9日時点）
◯「学校は、情報発信に努めているか」97.7％（保護者）100％（地域）　　学校からの情報提供に対して、地域・家庭共に高評価を
いただいた。
▲一方で、保「何かあれば、学校に気軽に相談」88.5％　　やや低い結果となっている。引き続き、保護者との関係構築に努めるこ
とが大切である。

〇「学校だより」が定期的に発行され地域で回覧されている。重要な情報発信となってい
る。
〇マチコミの情報発信もタイムリーなもので保護者・自治会長に重宝されていると思われ
る。
〇学校だよりや授業参観などの回数が多く、とても努力しているのが伝わる。

〇今後も、地域・家庭への積極的な学校情報の発信に努める。
・学校だよりのマチコミ配信・ＨＰによる情報発信を行う。
・随時，児童の様子をＨＰで発信する。
・各自治会には学校だよりを紙媒体で配布する。

１１．社会科・生活科・総合的な学習の時間等における地域人材の活用：各学年1
回以上【R5:1年お花植え・昔遊び　2年：町探検　3年：桃・昔の道具　4年：ごみ
5年米作り　6年平和学習】

○各学年１回以上、地域人材を活用した取組を行った。身近な教材であるため、関心をもって取り組む児童の姿が見られた。　【1
年】昔遊び　【2年】江島分館ができるまで　　【3年】江島神社と伊勢街道の歴史について・消防団について　【4年】ゴミの行方
（鈴浄会）　【5年】　米作り（種籾まき・田植え・かかしづくり・稲刈り）　【6年】鈴鹿にもあった戦争の話

●愛宕小は、地域との連携が進んでいる方だと思うので、今後も連携を強めていきたい。
●地域の方の応援により、自分たちが住む地域の色々な面の理解が進み、将来きっと役立
つはず。
〇地域とつながりがあるので出来てよかったです。
●愛宕神社の由来や歴史等も取り上げていただけるとありがたい。

◯カリキュラムマネジメントを工夫し，地域の方と連携した学習を年間計画に
位置づける。
・地域の方々のおかげで，地域教材の学習が成り立っている。まずは，私たち
教師が地域に出かけ，地域の方々の協力を得ながら学びを深める。それを学習
活動に位置付け，教科学習への関心を高めるとともに、地域への愛着や誇りを
持つ愛宕の子を育てたい。

１２．学習支援ボランティア活動の充実・発展
①読み聞かせボラ・図書館整備ボラ・宿題支援ボラ：週1回
②学習支援ボランティアの積極的な活用：各学年随時

①◯読み聞かせ・図書館整備・宿題支援ボランティアによる活動は、学校行事と調整を図り、基本週1回実施できた。読書教育の推
進、図書館整備（本の修理）、外国籍児童を中心とした学習支援につながった。
②○低・中学年は、学習支援ボランティアを積極的に活用し、担任の負担軽減や児童の安心安全の確保等につながった。
【1年】図工・算数・音楽等の学習支援・生活科での花植えの補助・給食配膳の補助・下校の見守り　　【2年】生活科の校外学習
（町探検）での引率、見守り　　【3年】図工や算数の学習支援・お店見学の引率　　【4年】防災公園見学の引率

●読み聞かせ、図書館整備、宿題支援ボランティアの方々の活動には頭が下がります。
●もっと、ボランティアを増やせないか。児童の祖父母とか募集できないものか。

〇学習支援ボランティアさんの活用をすすめ，様々な教育活動の充実をはか
る。
・ボランティア人材確保のため新たな参加を促す必要がある。（保護者世代が
参画できるように積極的に働きかけていきたい。）
・地域コーディネーターとボランティア担当教員が連携をはかり，ボランティ
ア活動を推進する。

１３．学校・地域連携による活動の活性化
①地域と連携した行事の活性化：ライブイン愛宕・地震津波避難訓練
②児童ボランティア（あたごっちボランティア）による地域行事への参画【R5:２
８名】
③地域づくり協議会と連動した学校運営協議会の開催：6回【R5:6回】
　→保「コミュニティ・スクールとして学校・家庭・地域の連携・協働は大切だと
思いますか」90％以上【R5：96.6】
　→地「コミュニティ・スクールとして学校・家庭・地域の連携・協働がすすんで
いると思いますか」90％以上【R5：93.3】

①○例年通り、地域と連携した行事（ライブイン愛宕・地震津波避難訓練）を実施できた。
②◯児童ボランティア（あたごっちボランティア）もほぼ例年並みに募集できた。（３２名）　地域行事（愛宕の灯り・スタンプラ
リー）への参画により、やりがいを感じることができた。
○学校運営協議会は４回実施済，3学期2回予定。地域づくり協議会役員3名が，学校運営協議会委員も兼ねていただき，地域と学校と
のつながりを大事にした学校運営の実現につながった。
○地「コミュニティ・スクールとして学校・家庭・地域の連携・協働がすすんでいるか」90％ 　　児「地域の活動や行事に関心があ
りますか」83％　 保「コミュニティ・スクールとして学校・家庭・地域の連携・協働は大切か」98.7％ 　　児童の地域行事等への
関心がやや低いが、保護者・地域共にコミュニティ・スクールの意義を強く感じていただいている。

〇地域づくり協議会・校区自治会の行事活動に参加者が多い。
〇「ライブイン愛宕」「地震津波避難訓練」は地域団体（地域づくり協議会、愛宕小校区
自治会長会）と連携し成功裡に終わったと評価できる。
〇「愛宕の灯り」「スタンプラリー」では児童ボランティアが主体的に行事推進を行って
いた。
●みなさんが同じ方向を向いていることがわかりました。
●愛宕山（遊歩道）には期間限定で「裏参道・あたごっち通り」が設定してあります。よ
かったら紹介してください。

〇継続して、学校と地域との連携を活性化する。
・高学年児童による地域行事への自主的なボランティア活動（「あたごっちボ
ランティア」の活動）により，子どもたちの主体性や社会性が育まれている。
このような活動を学校全体で積極的に支えていく。
・学校運営協議会での熟議を通して，学校側と委員の方との意見交換を深め，
学校経営にいかす。
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１４．二部会等の活性化による組織的・協働的な学校運営
①学校経営方針と学校関係者評価の一体化と教職員への周知
：年度当初（必要に応じて随時）
②各部長との校務の進捗状況に関する定期的な面談：月1回以上
　
１５．働き方の推進と総勤務時間の縮減
③年間計画の見直しによる教育活動の効率化（カリキュラム・マネジメントの推
進）：学期１回
④職員会議データ管理の改善と事前の提案内容確認による職員会議の効率化
⑤校務のＩＣＴ化・仕組み作り（打合せ・長欠児童管理・行事反省集約　等）
⑥時間外労働月45時間以内（年間360時間以内）：0人【R5：月45時間超のべ11
人】
　一人当たりの年間休暇取得日数20日以上【R5：18.1日】

①○年度当初に学校経営の改革方針と合わせて，学校関係者評価における「本年度の活動（具体的な手立て)と評価指標」を教職員に
周知し，今年度のめざす学校像を全教職員で共有して1年をスタートした。
②◯各部長と管理職とが校務の進捗状況に関する意見交換を適宜行い、二部会・職員会議への提案につなげていった。職員の学校運
営への参画意識の向上にもつながった。

③◯教科を横断したカリキュラム・マネジメントの視点で年間学習計画を見直した。効率的・効果的な学習につながった。
　　　1年：生活科「自分でチャレンジ大さくせん」　国語科「てがみをかこう」
　　　2年：生活科「おもちゃランドをつくろう」　国語科「おもちゃのつくりかたをせつめいしよう」
　　　3年：社会「火事から人びとを守る」　総合「消防について」
　　　4年：社会「自然災害から人々を守る行動」　　総合「災害から命をまもるには」　 国語「もしものときにそなえよう」
　　　5年：社会「わたしたちの食生活を支える食料生産」　家庭「食べて元気に〜ご飯とみそしるを作って食べよう〜」　総合「米
作り」
　　　6年：社会「アジア太平洋に広がる戦争」　総合「鈴鹿にも戦争はあった」
　　 　　　国語「やまなし（宮沢賢治）」　図工「読書感想画（銀河鉄道の夜）」

④〇打ち合わせや職員会議の提案をクラウドとクラスルームを活用する方法にした。複数人での同時編集が可能となり、事前の提案
準備や提案内容の確認が同時にでき、時間短縮につながった。また、事項書の協議事項からリンクをはり，提案文書データを開く方
法にしたことで進行がしやすくなった。
⑤▲クラウド利用を始めたばかりで、行事反省集約等も含め、データの管理や共有方法については改善の余地がある。
⑥▲月45時間を超える時間外労働の延べ人数（12月末時点）８人（前年比±０人）
⑥▲一人当たりの年間休暇取得日数（12月末時点）13.2日（前年比-1.4日）
　新型コロナウイルスが第5類となり少しずつ学校行事が戻ってくる中で,その企画準備の時間が増えたことが主な要因である。
　※3月末に数値を見直す

●教員の負担軽減には、教職員の人数を増やすことが大切。
●クラス担当の先生たちと学校運営委員との懇談会が定期的にできればよいと想われま
す。
●時間外労働はなかなか減らないと思いますが、子どもたちの為になんとかやりくりしな
がらがんばってください。
●先生方は働きすぎです。ムダなことをやめていけるといいなと想います。
●先生方は日々とても忙しく、子ども達の安全に留意して学校生活をされています。個人
として労働時間の厳守に努めてください。

〇二部会等を活性化させ，組織的・協働的な学校運営をすすめる。
・今年度の反省を踏まえ， 校務分掌組織の見直しをはかり、各部の意見を取
り入れながら，学校経営方針を策定する。
・各部長との日常的な対話に努め，校務の進捗状況を定期的に確認する。
・個々の教員の強みをいかした，学校運営をすすめる。

〇教職員間の同僚性を高め，風通しのよい職場風土を醸成する。
・学年団の意思疎通を大切に，児童の指導にあたる。（特に，高学年は教科担
任制を活用し，複数の目で児童の様子を見守る。）
・コンプライアンス遵守に関するミニ研修会を計画・実施する。

〇働き方改革の主旨を周知し，時間外労働時間の削減に努める。
・高学年は教科担任制をとる。指導教科数を減らし，教材研究の負担軽減をは
かる。
・複数教員で学年児童を見守り，問題行動等の未然防止に努める。
・様々な教育活動のねらいを明確にして、内容を精選し、カリキュラムマネジ
メントの視点で、不断に見直しを図る。
・時間外労働時間が月あたり45時間以上になった教員と管理職が面談し，その
要因と対策を共に考える。

鈴鹿市立　愛宕小学校
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